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学びの支援の場が広がっています。大歳・徳地地域 特集号
（令和3年度・4年度の取組から）

山口市教育委員会
社会教育課

第７号

島地小学校 和紙細工教室
クラブ活動で和紙細工を行いました。中村優子
さんの指導のもと、人形作りや蝶づくりに取り
組み、「先生のアドバイスで、上手にできてよ
かった。」など、地域の伝統工芸に触れるよい機
会となりました。

中央小学校 人形浄瑠璃の地域での発表
徳地人形浄瑠璃保存会の支援により、徳地伝統の人形
浄瑠璃に6年生が取り組んでいます。口上・人形操り・
三味線の3つの役割を保存会のそれぞれの専門家に
教わりながら練習に励んでいます。徳地地域複合型拠
点施設落成記念式典などで、地域の方に披露します。

徳地地域交流センター八坂分館 介護予防体操

松原洋一さんに介護予防体操を教えていただきまし
た。時折笑いを交えながら、普段運動をしない人も気持
ちよく身体を動かすことができました。頭の体操にも
なり、自宅でも簡単にできると好評でした。

徳地地域交流センター 島地分館での講演会

牧野久美さんに、「片付く仕組みを作る整理収納」をテーマに講演をしていただき
ました。片付く仕組みを作る上で大切な考え方や、整理収納の優先順位、講師宅で
の収納方法を教えていただきました。参加者は、「参考になるお話が聞けて良かっ
た。さっそく家で整理収納を実践してみよう。」と意気込んでいる様子でした。

大歳地域交流センター 朗読劇と絵本の読み聞かせ

「朗読劇やまぐち」のみなさんに、朗読劇や大型絵本の
読み聞かせをしてもらっています。親子ともども童話の
世界に引き込まれました。参加した未就園児たちも大
喜びでした。

「ろぼう塾」は「『○○ができる人はいませんか？』という学校や地域からの要望と、
『○○の経験を活かしたい』という地域の方の熱意」をつなげる山口市の人材バンクです。

様々な活動の一部をご紹介します。
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まちの先生になろう　まちの先生に教わろう

山口市教育支援ネットワーク

もともとそこに巨木があるのは知っていましたが、2年前まで
竹林だったので、それを整備して、今年になり、山を安全に登
るためのロープを張ったりしてから、子どもたちにも見てもら
いました。幹の太さは一周10mは超えていました。

徳地中学校 茶道部での指導
部活動（茶道部）において、山本紀子さんと石田恵子さん
に、お手前や礼儀作法などを丁寧にご指導いただいていま
す。茶道部の生徒は、「覚えることが多く難しいけど、『結構
なお点前でした』と言われるのがとても嬉しいです。」と、
達成感を感じています。

柚野木小学校 巨樹（巨木）の見学
案野稔宣さんに、「刀迫のコジイ（シイ）」と呼ばれる、
大きな椎木に案内していただきました。子ども達は
身近な巨木の存在に驚くとともに、興味いっぱいに木
に触れたり大きさを測ったりしました。巨樹（巨木）ま
での山道もきれいに整備していただいています。

八坂小学校 読み聞かせ

「おいしいおかゆの会」のみなさんに、毎月読み聞かせをしていただい
ています。本は、行事や季節にあわせたものや子どもたちに読んでほ
しいおすすめの一冊を選んでくださっています。そのため、新しい発
見をしたり、興味関心を広げたりする充実した時間になっています。

串小学校 ホタルかごづくり
「ゆたかな串を育てる会」の多くの方が所属されて
いる「ゆめ工房」で、ホタルかごづくりに挑戦しまし
た。毎年回を重ねるごとに上達しています。「ゆめ
工房」の皆さんのような、ホタルかごづくりの名人
になることを目標にしています。

●柚木の刀迫にある巨樹（巨木）のことを教えて
　ください。

私だけではなく多くの人が学校への思いがあって、例えば新し
い校舎の大きい柱の木材も、地域の人が提供してくれています。

●校長先生のお話では、学校内の除草や除雪も
　してもらい、特に月曜日の朝はいつもとても
　きれいにしてもらっているということでした。

マスコミでも紹介されましたが、奈良の帝塚山大学所蔵の獅子
頭が、200年前に柚木に住む人により作られ、同じ獅子頭が柚
木にもあることが判明し、今、子どもたちが獅子舞ができるよ
う、支援しています

●素敵な地域ですね。
　他にはどんな活動をされていますか。

ありがとうございました。
これからも地域の良さを
子どもたちに伝えていってください。

案野稔宣さんに、お話を聞きました。

あんのとしのり とさこ


